
VIVAネットワーク㈱が団体をサポートするシステムサービスを開始！

チーム活動の支援を卒団したOBや親御さんも可能になり、
チームは仕入れや発送の手間もなく活動資金が入ってくる嬉しい仕組み！

2021年、VIVAネットワーク株式会社（東京都渋谷区、代表取締役：渡邊恭男）から、団体サポート購入システムサービス【サポ
タ】を開始致しました。

【本件に関するお問い合わせ】VIVAネットワーク株式会社

〒150-8512 東京都渋谷区桜丘町26-1 セルリアンタワー5F
TEL:03-5784-3358／ FAX:03-5784-3359 E-Mail：info@viva-network.net ／ URL：https://viva-network.net/

PRESS RELEASE

VIVAネットワークは、少年少女サッカークラブなど様々な地域スポーツ活動のネットワークに、自社の有する各種スポーツに適し
た暑さ対策の高品質な機能性スポーツアパレルや関連雑貨用品、安心・安全な加工食品などを紹介しています。

2020年から続くコロナ禍により活動停止を余儀なくされるなど、スポーツ団体の活動は非常に厳しい状態が続いています。VIVA
ネットワークとしては2020年にクラウドファンディングを実施しチームの活動サポートを行うなど支援を続けてきました。そして、
今回新しくスタートしたサービス【サポタ】は、資金繰りなどチームや団体の様々な問題解決にむけて最善の仕組みを模索しスター
トいたしました。

今までは商品をご購入いただくチーム・団体の関係者様に会員登録していただき、ご注文の取り纏め、ご注文作業、ご自身のチーム
に所属いただくお客様への販売と代金回収を行っていただいていました。しかし、運営等で忙しく時間の限られたチーム・団体関係
者は、これらの手続きがかなり煩雑で手間がかかってしまっていました。これらの手間を省き、さらにチームを愛するＯＢなども商
品購入からチームへの恩返しができる仕組みとなっています。

【加入団体のメリット】

1. 事前のサポタ加入申請→お客様へURL付与のみで手間いらず
（登録無料！簡単申請！）

2. 商品購入時の支払い代替えの負担なし！

3. 商品発送・手渡しなどの手間が一切なし！（在庫を持つ必要な
し）

4. 商品のお問い合わせ対応の必要も一切なし！
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【団体に所属する会員様のメリット】

1. チームに頼まなくても必要な時にログインして購入
（割安で活動に必要な備品などを購入できる）

2. 従来の仕組みよりも手元に届くスピードが速い（指定
の場所、日時に配送可能）

【サポタにご登録いただける団体様やチームについて】

• 様々なスポーツ団体様
• (少年サッカーやグランドゴルフやテニスや陸上競技など)
• 様々な音楽活動団体様(管弦楽部や吹奏楽部など)
• 支援団体様(部活動保護者会や後援会など)
• 障がい者団体様(障がい者スポーツや共同作業所など)
• 全国の地域に根差したスポーツショップ様(大型スポーツ店を除く)

※すでにVIVA NETWORK ONLINE STOREにご登録いただいている団体関係者の方で代理店登録をしたいという方は
VIVA NETWORK ONLINE STOREのお問い合わせフォームよりご連絡ください。

代表メッセージ 渡邊恭男 YASUO WATANABE

1967年 東京都生まれ、2005年に15年間務めた教員を退職。
1999年「VIVAIO船橋」のサッカークラブ設立。林堂眞（カターレ富山）、荒木大吾（京都
サンガFC）、志村滉（ギラヴァンツ北九州）、仲村京雅（アルビレックス新潟シンガポー
ル）などこれまで7名のJリーガーを輩出。

2008年に知的障碍者と共に社会に貢献したいと考え、株式会社ネケッツトータルサービス
を設立し、サッカークラブ運営・コーチ派遣・ボールや食品の販売・スポーツイベントの企
画を開始。千葉県市原のサッカー場とフットサル場を「VIVAIOランド」と命名し運営ス
タート。

2011年、千葉県船橋市内に「VIVAIOフットサルパーク豊富」の運営開始。2015年、同市
内に「フットサルパーク船橋」を建設し、スクール事業開始。
2019年、全国各地域の少年少女のスポーツ活動をサポートする機能性スポーツアパレル・
関連雑貨用品・加工食品などの販売を目的とする「VIVAネットワーク株式会社」設立。

VIVAネットワークの活動は、それぞれのスポーツ団体の小さなコミュニティーを繋ぎ合わせたいという想いで、暑さ対策に関しての普及を
行う活動を中心に行っています。既に商品（FREEZETECH～氷撃）を知っている方には新しい商品などを案内しますし、新しい方にはまず
スポーツ団体が置かれれている状況なども含め一からお話をしています。真剣に5年後10年後、自分たちのスポーツ活動が生き残っていける
かどうか皆不安なんですけど、打開策がない中で頑張って日々やっている。なので、今後自分たちがどうやって行けるかを考えていくという
ところ、そして暑さの問題に対して小さいコミュニティーの中でどうやって行けるのか話をしていきます。3月で生徒が卒業してしまう小さ
なコミュニティーを、どうやって継続していけるのかということをまず気づいてもらうということですね。こういう商品があって、こういう
取り組みがありますということを日々伝えています。

-新システム「サポタ」について

今回「サポタ」を始めようと思ったきっかけは、2019年は自社で販売してみたところ注文が殺到して片手間では出来ないと感じ、2020年は
オンラインショップをつくることで各団体が仕入れられるようにしたんです。ところがコロナ禍全国200チームくらいと話して感じたのは、
活動形態が様々で、出来るだけ手間（チームが1回1回注文を受けない）もリスク（在庫などを抱えない）も無いシステムが必要なんだと感ん
じました。興味はあるけど手が回らないという人が多かったんです。

あと昨年の注文をみても、現役やOBがオンラインショップから直接購入されていることが多かったんです。それでは各チームの支援に反映
されないので、チームに関係する方が個人登録して購入したらチームの活動に支援が発生するようなシステムが出来ないのか？それが可能に
なれば、卒業や卒団した後もずっと後輩たちの活動を支援でき、チームのコミュニティが大きくなると考えました。

例えば、吹奏楽部で演奏会のためにホールを借りるために保護者が商店街を回って寄付金を集めたりしているんです。だったらそういう人た
ちも含めて、必要なものを購入したら子供たちの活動に寄与できるシステムの方が、チームも長く続けられるし理解を得やすいと思ったんで
す。人と人との繋がりが昔よりどんどん薄くなってパワーを持った大人が減ってきているので、よりそれぞれが気楽に購入出来て、団体を支
えていけるシステムがさらに必要だと昨年感じたんですよね。2020年の10月にその話を関係者と共有して、その2週間後くらいには大枠のイ
メージはできていました。そこからシステムを具体的に構築していて3月末に【サポタ】をスタート出来た感じです。


